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今週はここに注目！

スダジイの花の
香りがします！

メジロ
名前の通り、目のまわりの白い縁
取りが特徴の小鳥です。甘い果実
や花木の花の蜜が大好きで、小さ
な群れで蜜を吸う姿をよく見かけ
ます。市街地でも見ることができ
る鳥です。是非探してみてくださ
い。

花や実のついた
木によくいるよ

附属自然教育園
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キジバト
日本にいる野生のハトです。地面
にある落ち葉に頭を突っ込んで、
餌を探す様子がよく見られます。
赤褐色の羽縁が特徴で、お寺や公
園で群れている灰色の「ドバト」
とは異なる種類です。

ガサっ！と
音がした方向を
探してみよう

街中の水辺でも見られる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。今年も園内での
繁殖に期待したいです。

カルガモ

水辺で
みられます

キタテハ
暖かい日に、園内をひらひらと飛
んで、草の上で翅を広げて日向
ぼっこをしている姿を見かけるよ
うになりました。今の時期に観察
できるのは、成虫のまま越冬した
個体です。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

カワセミ
「翡翠（ひすい）」「水辺の宝
石」と呼ばれる、美しい鳥。水の
中に潜り、魚やザリガニなどを捕
らえます。大きなくちばしは狩り
で大活躍するほか、横穴式の巣穴
を掘るときには「ツルハシ」の役
目をします。

水辺で見られます。
会えたらラッキー♪

名前にヘビとつきますが、トカゲ
の仲間。昆虫やクモを食べます。
草の中をゴソゴソ動いている姿や、
杭の上でじっとしている姿をよく
見かけます。

ニホンカナヘビ

水生植物園や
武蔵野植物園で
見られます

ホオノキ
香りが強い虫媒花をつけるため、
多くの虫が花に集まります。朴葉
（ほおば）味噌や朴葉餅、朴葉寿
司などはホオノキの葉を用いた料
理です。

アオスジアゲハ
幼虫は街路樹としてよく利用される
クスノキ科の植物を食草とするため、
街の中でもよく見ることが多いチョ
ウです。飛翔力が高く、高いところ
をよく飛び回ります。
園内には、タブノキなどの食草が
あります。

全域で
みられます

ノイバラ
野生のバラで、日当たりのよいと
ころに多く生育します。花は香り
がよいので、香水の原料にも使わ
れます。

ツマグロヒョウモン
豹に似た模様の翅をもつチョウです。幼虫
の食草はスミレの仲間で、花壇に植えられ
たパンジーなどの園芸スミレも食べます。
そのため、住宅地などでも多く見られます。

オス

メス

水生植物園で
よく見られます

スダジイ（花の香り）
路傍植物園を中心に独特の香りが
漂っています。よく「クリの花の
香りに似た匂い」「青臭い匂い」
などと表現されますが、これはス
ダジイの花の香りです。スダジイ
は虫が花粉を媒介する「虫媒花」
で、強い香りで虫を誘います。

名前は、カキツケバナ（掻付花、書
付花）の転じたもので、花の汁を
こすりつけて染めたことによりま
す。「万葉集」や「伊勢物語」な
どの古典文学に登場し、家紋にも
用いられるなど、古くから日本人
に親しまれた植物です。

カキツバタ

ジャケツイバラ

蛇と蛇が絡み合うようにツルが重
なり合うため、この名がついたと
もいわれています。刺があること
や、名前から、バラの仲間のよう
に思われがちですが、マメ科に属
し、豆のような実ができます。

白く小さな花が密生し
て咲いています。熟し
た実は甘酸っぱく、食
用になるほか、果実酒
や漬物の色づけに用い
られます。

ガマズミ

ガマズミの実
（9月下旬～12月下旬）

路傍植物園や
武蔵野植物園で
見られます

開花の様子が白い頭巾をかぶった
法師を思わせることにより「山法
師（やまぼうし）」の名前がつき
ました。白い花びらのように見え
るのは「総苞片」で、その中心に
小さな花が球状に集まっています。

ヤマボウシマルバウツギ
ウツギの仲間で、丸い葉をもつウ
ツギという意味でこの名前がつき
ました。
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